
1 夏 秋ピーマンの仕立法 (園試 野 菜花き部)

第 1次分校の下部から発生する側枝

(腋芽)を 取り除く程度に整枝する。

(図)        、

この仕立法により着色不良果 (淡緑

色)が 減少し、良果収量が増加する。 1番果

側枝 (腋芽)

(1)背景とねらい       ・

本県の夏秋ピ
ーマンの栽培は、昭和52年より急激に増加し、55年は約 200たことなって

いる。

しかし、栽培の主体は露地栽培で、仕立法は導入当時から明らかで
なく、放任栽培や先進地の

ハウス栽培の整枝法などがとり入れられていたため、収量
・着色不良果 (淡緑色)の 発生など

で問題が多かった。昭和53年に課題化の要望もあって、54年から本試験を実施
し、一応の成果

が得られたので指導上の参考に供する。

(2)技術内容

① 第 1分枝の下部から発生する側枝 (腋芽)を 取除く程度
の整枝とする。この仕立法により

着色不良果 (淡緑色)が 減少し、良果収量が増加する。

② 適 応地域  県 下全域

(3)指導上の留意点

① 適 用する作型は5月下旬
～6月上旬定植の露地栽培に限定する。

② 側 枝 (腋芽)の 除去は早目に行い、再発生した側枝も早目
にとり除く。

(4)試験成績の概要

① 試 験課題名  夏 秋ピ
ーマンの仕立法試験

② 試 験年次および場所  昭 和54～55年 岩 手県園芸試験場 野
菜花き部

③ 試 験方法

1)供 試条件

① 4本 仕立 (主枝4本 とし、第 1分枝の下部より発生する側枝を摘除
した。)

② 3本 仕立 (主枝4本のうち、1本 と第 1分枝
の下部より発生する側枝を摘除した。)

③ 2本 仕立 (主枝4本のうち、2本と第1分枝の下部より発生する側枝を摘除し
た。)

④ 放  任

夏秋 ビーマンの仕立て法

/_第 1分枝
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上面図

4本 仕立

側面図

※ 整 枝時期 54年 6月 18日、 55年 6月 12日

2)供 試品種  土 佐グリーンB

3)は 種期および定植期  3月 10日  5月 28日

4)栽 植距離  昭 和54年  畦 幅 90卸   株 間 45餌

〃 5 5 年

5)誘 引方法  針 金水平張り

6)マ ルチの種類  昭 和 54年

55左卜

7)施 肥量 (1 0 a当 り均)N一

④ 試 験結果

昭和 54年

″ 120c秘     〃  45c材

(株の両側に針金を高さ 50筋 に張る。)

黒色マルチ

シルバース トライプマルチ

2 7 . 8  P 2 0 5 ~ 2 6 . 2  K 2 0 ~ 2 7 . 8

1)草 丈は 7月 3日 までの調査では差がみられなかったが、7月 19日以降で放任区が勝る傾向が

みられた。また枝の開張はいずれの調査でも最小で、主枝の少ない区ほどせまい傾向がみられ

たが、最大では大差はみられなかった。 (第1表)

2)時 期別収量は6月末まででは放任区が多く、 7月 ・8月の収量では良果個数で 4本仕立が放

任区より7月で 12.5%、 8月 8.2%多 く2本仕立が最も少なかった。

9月 の収量は放任区が最も多く、ついで 2本仕立、 4本仕立の順で3本仕立が少なく、10月

では 2本仕立、放任区が多かった。 (第2表 ・第 1図 ・第 2図 )

3)総 収量は4本仕立、放任区がほぼ同じで他の区より良果で約 9%多 かった。また 3本仕立、

2本仕立の差はなかった。 (第3表 )

4)果 実品質は黒変化の発生が 3本仕立でやや少なかった。果色は観察結果ではあるが、過繁茂

時の 7月下旬から放任区に淡緑色の着色不良果 (B品 )が 多く発生した。 (第2表 )

昭和 55年

I〕草丈、枝の間張とも6月 18日以降の調査で放任区が勝り、4本仕立、3本 仕立との差は少なか

った。収穫終了時 (10月20日)の 生育で放任区の第 1分枝の下部から発生した側枝 (腋芽)の
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発生は1株 当り8,3本 、側枝の長さでは長いもので70御あり、過繁茂状態であった。

(第5表 ・第 6表 )

2)時 期別良果収量は6月 末までで、放任対比で4本仕立で鶴.3%、 3本 仕立で 85.4%と

少なかった。 7月 では4本 仕立が 1働.2%と 多く、 3本仕立は鶴.0%と 少なかった。8月

の収量は4本仕立が 112.3%、 3本 仕立が 111.6%と 多く、 9月 では4本 仕立が 112.3%、

3本仕立が 108.6%と 多かった。10月では4本仕立が 127.7%と 多く、 3本 仕立は87.9%

と少なかった。 (第7表 ・第 3図 ・第 4図 )

3)総 収量 (良果個数)4本 仕立が 14。1%増 収となったが、3本 仕立は放任とやや同じであ

った。また着色不良果 (B品 )は 放任対比、4本 仕立が 38.0%、 3本仕立が 35.2%と 少

なかった。

良果と着色不良果の合計収量では重量で、放任対比で4本 仕立は8%、 3本 仕立で 16%

減収した。 (第7表 ・第 8表 )

4)果 実品質は黒変果の発生が 3本 仕立でやや多く、果色では放任区で着色不良果 (B品 )

が約 2.5倍発生した。 (第7表 ・第 8表 )

(5)主 要成果の具体的データ

表 1 時 期別収量 (10株 当り)(昭 和 54年)
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良  果 乱 形 果 障害果数 計
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表 2 品 質割合 (昭和 54年)

図 1 10株当り収量 (昭和 54年)
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表4 収 穫打切り時の側枝の生育 (昭和55年 )

※側枝…第 1分枝の下部

から発生 した側枝

(腋芽)

※ 10月 20日 調査

図 1 良 果の時期別累計収量 (昭和磁年)

派 側枝数
側 枝 長  (解 )
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表5 品 質割合 (個数)(昭 和 55年 )
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図 3 10株 当り収量

1側

(昭和 55年)

200   300    4C0

４
本
仕
立

一
３
本
仕
立
　
一
放
　
　
任

凡 例 塵 圏 重
朗
寮
囲

□
瑚

□
開

6 月

図 4 良果の時期別累計収量 (昭和 55年 )
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(6)残 された問題点

① 作 型別による整枝法の検討

② 収 穫最盛期 (8月)の 収穫量調整のための整枝法

H～  21～ 10/1  11～
20  30 ～ 10  15
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